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筑
豊
選
定
鉱
区

の
鉱
区
権
者

東

定

宣

昌

は
じ
め
に

明
治
二
十

一
・
二
年

二

八
八
八

・
九
)
政
府
は
筑
豊
炭
田
の
経
営
基
盤
拡
大
の

た
め
三
四
鉱
区

一
五
〇
七
万
三
〇
四
〇

・
九
坪

の
選
定
鉱
区
を
策
定
し
た
。
こ
の
選

定
鉱
区
策
定
の
意
義
に
つ
い
て
は
既
に
隅
谷
三
喜
男
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
..
即
ち

こ
の
選
定
鉱
区
の
実
現
は
日
本
の
石
炭
産
業

の
発
達
史
上
画
期
的
な
意
義
を
も

っ

て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
明
治
二
〇
年
前
後

の
全
国
借
区
面
積
は
よ
う
や
く
八
〇

〇
万
坪
程
度
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
三
四
選
定
鉱
区
の
合
計
は

一
五
〇
〇
万
坪
に

及
ん
で
い
る
。
し
か
も
二
一
年
の
筑
豊
五
郡
の
借
区
は

一
七
〇
万
坪
に
す
ぎ
な
か
っ

た
か
ら
、
こ
れ
に
よ

っ
て
筑
豊
の
鉱
区
は

一
挙

に
一
〇
倍
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
従
来
借
区
規
模
の
小

さ
か
っ
た
筑
豊
の
炭
坑
は
、

い
っ
き
ょ

に
全
国
平
均
を
引
き
は
な
し
て
、
大
規
模
化
し
た
。
そ
れ
は
石
炭
産
業
に
お
け
る

原
始
的
蓄
積
の
実
現
の
重
要
な

一
要
因
で
あ

っ
た
。

ま
た
こ
の
選
定
鉱
区
策
定
の
背
景
と
鉱
業
行
政
に
関
し
て
は
、
今
野
孝
氏
の
優
れ
た

論
考
が
あ
る
。
そ
こ
で
同
氏
は
あ
と
に
残
る
課
題
と
し
て

「個
々
の
借
区
者
の
性
格

を
と
ら
え
、
そ
の
類
型
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

こ
と
、
ま
た

『松
本
健

次
郎
懐
旧
談
』
の

「従
来
よ
り
そ
の
地
域

の
一
部
分
に
起
業
し
て
い
た
縁
故
の
あ
る

鉱
業
者

に
、
資
力
の
程
度
を
も
併
せ
認
定
し
て
更
に
鉱
業
権
を
許
可
す
る
方
針
だ

っ

た
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
引
用
し
、
鉱
区
の
設
定
そ
の
も
の
が
自
然
的
条
件
の

み
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
地
域
に
核
と
な
る
既
存
鉱
業
者
を
前
提
に
設
定
さ
れ

た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
推
測
も
で
き
る
と
し
、
問
題
の
解
明
を
後
日
に
残
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

本
稿
は
選
定
鉱
区
制
度
に
つ
い
て
借
区
権
者
を
確
定
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と

し
、
こ
の
と
き
の
借
区
権
者
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
い
、
そ
の
上
で
残
さ
れ
た

課
題
に
接
近
す
る
こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。

(1
)
隅

谷
三

喜
男

『[口
本

石
炭

産
業

分
析

』

(岩
波

書
店

、
昭

和

四
三
年

)

二
三
六

頁
。

(2
)
今

野
孝

「明

治

二
十
年

前
後

に
お

け

る
筑

豊
石

炭
鉱

業
」

(『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研
究

』

南

・

一
二
、

一
九

八
三

年
)
。

(3
)

今
野

前
掲

論
文

、

二
八
頁
。
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一
一

借
区
権
者
の
確
定

選
定
鉱
区
の
借
区
者
が
い
か
な
る
人
々
で
あ

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
借
区
権
者
の
人
名
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ

れ
ま
で
選
定
鉱
区
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
す

べ
て

『日
本
鉱
業
会
誌
』
六
巻
五
九
号

の
鉱
区
表
と
鉱
区
図
が
示
さ
れ
、
借
区
権
者

に
つ
い
て
は
、
個
々
の
鉱
区
は
別
に
し

て
、
同
表
を
基
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
る
と
単
独

で
許
可
さ
れ
た
も
の
は

一
七
鉱
区
で
、
全
三
四
鉱
区
の
ち
ょ
う
ど
半
数
に
す
ぎ
な
い
。

残
り
の

一
七
鉱
区
は
共
同
名
義
の
借
区
で
あ
る
が
、
筆
頭
者
以
外
は
外
何
名
で
借
区

者
が
わ
か
ら
な
い
.、
ま
ず
こ
れ
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
確
定
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〈

〉
内
が
新
た
に
判
明
し
た
鉱
区
権

者
と

一
部
住
所
で
あ
る
。
な
お
×
印
は
競
願
と
な
り
、
後
者
が
敗
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
.、高

須
鉱
区

遠
武
秀
行

・
〈福
沢
辰
蔵

東
京
京
橋
区
越
前
堀
二
丁
目
三
番

地
平
民
〉

古
賀
鉱
区

許
斐
鷹
介

頃
末
鉱
区

岩
佐
正
寛

・
〈下
沢
善
四
郎
〉

吉
田
鉱
区

柴
出
多
十

・
〈行
実
孫
次
郎
〉

中
間
第
三
鉱
区

〈国
井
勝
彦

鞍
手
郡
吉
川
村
小
伏

・
荒
木
元

企
救
郡
小

倉
町
馬
借
町
士
族

・
豊
永
長
吉

山

口
県
豊
浦
郡
長
府
村
〉

×
渡
辺
耕
鋤

〈福
岡
区

・
国
井
勝
彦

・
秋
子
源
次
郎

・
塩
田
顕
次
郎

・
真
角
良
蔵
〉

岩
瀬
鉱
区

中
尾
卯
兵
衛

・

〈中
尾
卯
作

・
小
河
久
四
郎
〉

中
間
第
四
鉱
区

三
野
村
利
助

中
間
第

】
鉱
区

宮
田
政

一

中
間
第
二
鉱
区

許
斐
鷹
介

〈鞍
手
郡
下
境
村

・
古
田
彦
三
郎

鞍
手
郡
永

満
寺
村
〉

楠
橋
第
二
鉱
区

有
村
磯
五
郎
外
二

楠
橋
第

一
鉱
区

則
松
周
祐

〈鞍
手
郡
感
田
村

・
香
月
藤
七
郎

鞍
手
郡
感

田
村
〉

金
剛
鉱
区

松
尾
利
貞

〈鞍
手
郡
野
面
村

・
加
藤
周
助
〉
外
二
×

〈吉
田
壮

八
郎

鞍
手
郡
金
剛
村

・
藤
田
伝
三
郎
〉

木
月
鉱
区

中
野
寿
作

中
山
鉱
区

川
村
純
義

植
木
鉱
区

藤
倉
五
郎
兵
衛

〈川
村
伯
代
、
東
京
深
川
区
大
和
町
〉
・
〈青
柳

〔
10

)

健
次
郎

鞍
手
郡
下
新
入
村

・
栗
田
伴
蔵

鞍
手
郡
中
山
村
〉
×
中
尾
卯

兵
衛

福
岡
橋
口
町

・
中
尾
卯
作

福
岡
橋
口
町

・
下
沢
善
四
郎

博
多
中

間
町

・
帆
足
義
方

遠
賀
郡
馬
場
山
村
寄
留

新
入
鉱
区

近
藤
廉
平

下
境
鉱
区

許
斐
鷹
助

勢
田
鉱
区

安
川
敬

一
郎

〈遠
賀
郡
若
松
村

・
岩
井
伴
七

上
毛
郡
八
屋
町

平
民

・
許
斐
宗
三
郎

嘉
麻
郡
頴
田
村
平
民

・
許
斐
六
平

嘉
麻
郡
頴
田
村

〔
12

)

平
民
〉

〔
13

〕

赤
池
鉱
区

平
岡
浩
太
郎

・
〈安
川
敬

一
郎

・
牟
田
口
元
学
〉

金
田
鉱
区

牟
田
口
元
学

・
〈柏
木
勘
八
郎

・
朝
吹
英
二
〉
外

一
×
福
井
嘉

(
14

>
納

(
15

)

精
鉱
区

山
本
貴
三
郎

・
〈平
岡
浩
太
郎

・
磯
野
小
右
衛
門
〉
×
田
川
採
炭

{
16

)

会
社

伊
田
鉱
区

福
島
良
助
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長
井
鶴
鉱
区

萩
本
嘉
三

〈鞍
手
郡
長
井
鶴
村
平
民

・
入
江
卯
太
郎

鞍
手

〔
17

》

郡
四
郎
丸
村
平
民

・
瓜
生
伝

鞍
手
郡
長
井
鶴
村
士
族
〉

大
隈
鉱
区

貝
島
太
助

鶴
田
鉱
区

香
月
新
三
郎

新
多
鉱
区

近
藤
廉
平

目
尾
鉱
区

杉
山
徳
三
郎

鯰
田

鉱
区

岩
崎
弥
之
助

綱
分
鉱
区

有
松
伴
六

〈嘉
麻
郡
綱
文
村

・
麻
生
太
吉

嘉
麻
郡
立
岩
村

・

(
18

〕

井
h
市
三
郎

嘉
麻
郡
上
三
緒
村
〉

相
田
鉱
区

松
本
潜

潤
野
鉱
区

広
岡
信
五
郎

忠
隈
鉱
区

麻
生
太
吉

平
恒
鉱
区

香
月
新
三
郎

(
19

)

山

野

鉱

区

矢

野

喜

平

治

・
〈
頭

山

満

・
谷

彦

一

・
千

原
藤

一
郎

〉

当
時
の
新
聞
を
主
と
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
史
料
か
ら
人
名
を
措
定
す
る
と
以
上

の
よ
う
に
な
る
。
わ
ず
か
に
楠
橋
第
二
鉱
区
の
有
村
磯
五
郎
外
二
名
、
お
よ
び
金
剛

(20
}

鉱

区

の
外

二

名

、
金

田
鉱

区

の
外

一
名

の

五
名

の
人

名

が
不

明

の
ま

ま

に
残

る
。

こ
れ

に
よ

る

と

、

単

独

権

利

者

一
七

鉱

区

延

べ

一
七

名

、

実

人

一
四
名

、

共

同

権

利

者

一
七

鉱

区

延

べ
五

〇

名

、

実

人

四

七

名

、

う

ち

不

明

五

名

と

な

る
。

全

体

で

は

三

四

鉱

区

延

べ
六

七
名

、
実

人

六

〇

名

、

う

ち

不

明

五
名

で
あ

る
。

『福

岡

日
々
新

聞
』

明
治

二

二
年

「
月

二
六

日

。
同

三
月

八
日

。

「福

岡

日
々
新

聞

昌
明
治

二

二
年
五

月

一
二

日

。

「日

本
鉱

業
△
耳
誌
』

↓ハ
一
口弓
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二
二
年

七

月

=

日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二

二
年

二
月

一
日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二

二
年

五

月

一
〇
日

。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二

二
年
六

月
七

日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二

二
年

三

月
二

四
日

。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二
二
年

四

月

一
六
日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二
三

年

一
月
二

三
日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

一
二

年

「
○
月

一
〇

日
。

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二

二
年

五

月

一
日
。

「
平
岡
浩

太
郎
伝

」

(稿

本
V

(国
会

図
書
館

所
蔵

V

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二
二
年

一
二
月

三
日
。

「平

岡
浩

太
郎

伝
」

(稿

本
)

『福

岡
日

々
新

聞
』

明
治

二
二
年

一
二
月

三
日
。

『福

陵
新

報
』

明
治

二

一
年

一
二
月

一
九

日
。

『福

岡
日

々
新
聞

』

明
治

二

二
年

一
月

二

四
日
。

「矢

野
家

史
料
」

金
剛
鉱
区
の
外
二
名
の
う
ち

一
名
は
仲
西
七
三
郎
で
あ
ろ
う

(高

野
江
基

太
郎

『筑

豊
炭
礦

誌

』
金

剛
炭
坑

)
。

三

明
治

一
〇
年
代
の
鉱
業
者
と
の
関
係

選
定
鉱
区
取
得
者
の
中
で
不
明
五
人
を
除
く
単
独
借
区
権
者

一
四
名
、
共
同
借
区

権
者
四
二
名
、
全
体
で
五
五
名
の
う
ち
、
明
治

一
九
年

二

八
八
六
)

一
二
月
当
時
、
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既
に
借
区
権
を
有
し
て
い
た

「鉱
業
者
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
上
記
し
た
よ
う
に
、

選
定
鉱
区
の
設
定
は
明
治
二

一
、
二
年
で
あ

っ
た
の
で
、
直
前
の
明
治
二
〇
年
の
状

況
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
が
な
い
の
で
止
む
を
得
な
い
。

鉱 区面積(坪)

表1明 治一九年の借区権者

人名 鉱区数

95269

10591

2442

122374

2079

8771

83975

186486

46979

7376

53200

(鞍手郡)

(鞍手郡)

(鞍手郡)

(嘉麻穂波郡)

(嘉麻郡)

(嘉麻郡)

(穂波郡)

(穂波郡)

(遠賀郡)

(田川郡)

(田川郡)

1

1

1

7

2

3

3

6

4

1

2

許 斐鷹介

萩 本喜[嘉]三

栗田伴造

麻 生太吉

井出市三郎

許 斐六平

杉山徳三郎

松本潜

宮田政一

牟 田口元学

山本貴三郎

出所)農 商務省鉱 山局 『鉱山借区一覧表 ・同追加』

(明治一九年十二月調)よ り抽 出

 

人
名
が
確
定
で
き
る
選
定
鉱
区
権
者
五
五
名
の
う
ち
、
明
治

一
九
年
末
の
鉱
区
権

者
は
表

一
の
わ
ず
か

一
一
名
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
許
斐
鷹
介
が
選
定
鉱
区
を
単
独

で
二
鉱
区
、
共
同
で

一
鉱
区
、
麻
生
太
吉
が
単
独
で

一
鉱
区
、
共
同
で

一
鉱
区
、
杉

山
徳
三
郎
が
単
独
で

一
鉱
区
、
松
本
潜
が
単
独
で

一
鉱
区
、
宮
田
政

一
が
単
独
で

一

鉱
区
を
獲
得
し
、
鉱
区
で
見
る
と
単
独

一
七
鉱
区
中
の
六
鉱
区
で
三
五

・
三
%
、
人

数
で
は
四
二

・
九
%
を
占
め
、
共
同
名
義
を
含
め
る
と
三
四
鉱
区
中

一
二
鉱
区
に
関

与
し
て
か
な
ゆ
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
筑
豊
に
お
け
る
炭
鉱
経
営
は
単
純
で
は
な
い
。
表

一
に
名
前
が
な
く
て
も

炭
鉱
経
営
に
早
く
か
ら
関
与
し
て
い
た
も
の
が
い
る
。
例
え
ば
勢
田
鉱
区
の
安
川
敬

一
郎
は
明
治
七
年

二

八
七
四
)
か
ら
実
兄
松
本
潜
に
従

い
鞍
手
郡
や
嘉
麻
郡
で
経

営
を
行
い
、
大
隈
鉱
区
の
単
独
権
者

の
貝
島
太
助
は
幕
末
か
ら
鉱
夫
稼
ぎ
を
し
、
明

治
初
期
の
著
名
な
鉱
業
家
で
あ
る
片
山
逸
太
や
帆
足
義
方
の
下
で
頭
領
を
勤
め
、
明

治

一
七
年

(
一
八
八
四
)
か
ら
本
格
的
に
鞍
手
郡
の
大
之
浦
鉱
区
の
開
坑
を
行

っ
た

こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
長
井
鶴
鉱
区
の
共
同
権
者
入
江
卯
太
郎
は
明
治
初
期
か
ら
の
炭
鉱
経
営

者
入
江
六
郎
七
の
実
子
で
あ
り
、
明
治

一
八
年
に
は
鞍
手
郡
京
野
炭
鉱
の
共
同
借
区

者
と
な

っ
て
い
る
し
、
瓜
生
伝
も
同
年
萩
本
喜
三
と
長
井
鶴
村
で
借
区
許
可
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
同
年
に
赤
池
お
よ
び
糖
鉱
区
の
共
同
権
者
平
岡
浩
太
郎
も
本
格
的
に

田
川
郡
赤
池
村
で
炭
鉱
経
営
に
進
出
し
て
い
る
。
鶴
田
、
久
恒
両
鉱
区
の
単
独
権
利

者
の
香
月
新
三
郎
も

「明
治
二
十
年
翻
然
と
し
て
炭
礦
事
業
に
志
し
貝
島
太
助
氏
と

共
同
し
て
菅
牟
田
坑
を
経
営
す
是
れ
実
に
君
が
身
を
斯
業

に
投
し
た
る
の
始
め
な

り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治

一
八
年
に
は
周
知
の
よ
う
に
筑
前
国
遠
賀
鞍
手
嘉
麻
穂
波
お
よ
び
豊
前
国
田

川
郡
の
各
郡
坑
業
組
合
が
結
成
さ
れ
る
。
選
定
鉱
区
取
得
者
で
こ
の
と
き
の
役
員
に

名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
五
郡
聯
合
会
議
員
に
松
本
潜
、
行
実
孫
次
郎

(許
斐
鷹
介

実
弟
)
、
麻
生
太
吉
、
杉
山
徳
三
郎
、
安
川
敬

一
郎
、
各
郡
組
合
長
に
有
松
伴
六
、

坑
主
総
代
に
許
斐
鷹
介
、
宮
田
政

一
、
古
田
彦
三
郎
が
い
る
。
こ
れ
ら
を
付
け
加
え

る
と
、
さ
ら
に
比
重
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。

『撫
松

余
韻

』

(昭
和

一
〇
年

)
年
譜

。

『社
史

明
治

鉱
業

株
式

会
社

』

(昭

和
三

二
年

〕

一
八

～

二
二
頁

。
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「貝
島

太
助
伝

(稿

本
ご

(
『石
炭

研
究
資

料
叢

書
』
南

・
二
〇

、
一
九
九

九
年

)。

こ
の

鉱

区
は

小
山

田
甚

平
か

ら
譲
り

受

け
、
弟

の
貝
島

六
太

郎

お
よ

び
桑

野
機

三
郎
名
義

で

明
治

}
八
年

に
増
借

区

し
た
。
(
「宮

田
町
誌

』
下

巻
、

平
成

二
年

)
五

一
八

頁
。

上
掲

『宮
田

町
誌
』

五

一
八
頁

。

平

岡
浩

太
郎
伝

」

(国
立

国
会

図
書

館
蔵

)
。
明
治

一
八
年

に
は
早

く
も

筑
豊

各
郡

坑

業
組

合

(田
川

郡
)

の
七

名

の
議
員

の

一
人
と
な

っ
て

い
る

(『福

岡
日

々
新

聞
』
明

治

一
八
年

一

一
月
三

日
)
。

高
野

江
基

太
郎

『筑
豊

炭
畷

誌
』
(中
村

近
古

堂
、

明
治

三

一
年

)
復
刻

版
、
七

〇
六

頁
。

前
掲

「筑

豊
石

炭
鉱

業
組

合
五
十

年

史
』

五
頁

。

四

鉱
業
権
者
の
出
身
地
と
職
業

ま
ず
上
記
選
定
鉱
区
制
定
以
前
に
筑
豊
地
方

で
炭
鉱
経
営
に
進
出
し
て
い
た
経
営

者
を
整
理
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

表2鉱 区権者の出身地と出自

平

平(農 〉

平(農)

平(農)

平

平

士

士

士

士

福岡県鞍手郡下境村

鞍手郡長井鶴村

鞍手郡剣村

嘉麻郡立岩村

嘉麻郡上三緒村

嘉麻郡勢 田村

長崎県

福岡県福岡

佐賀県

佐賀県(東 京)

長崎県諌早

.許斐鷹介

萩本喜[嘉]三

栗田伴造

麻生太吉

井出市三郎

許斐六平

杉山徳三郎

松本潜

宮田政一

牟田口元学

由本貴三郎

士

士

平

平

士

平

平

平(農)

福岡県福岡

福岡

鞍手郡直方町

鞍手郡四郎丸村

鞍手郡長井鶴村

鞍手郡永満寺村

鞍手郡下境村

嘉麻郡綱文村

鞍手郡感 田村

安川敬一一郎

平岡浩太郎

貝島太助

入江卯太郎

瓜生伝

古田彦三郎

行実孫次郎

有松伴六

香月新三郎

出所)『 筑豊石炭鉱業会五十年史』 『筑豊炭礦誌』
「県下出身礦業家六傑伝

」(『 福陵新報』)

などより

こ
れ
ら
の
人
物
は
選
定
鉱
区
取
得
当
時
筑
豊
に
お
い
て
鉱
業
者
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
鉱
業
者
グ
ル
ー
プ
は
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

一
は
筑
豊
地
元
の
平
民
を
出
自
と

す
る
地
元
鉱
業
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
麻
生
、
萩
本
、
香
月
、
栗
田
の
よ
う
な

幕
末
の
大
庄
屋
な
ど
の
有
力
農
民
層
と
、
そ
れ
以
外
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
許
斐
、
香
月
を
除
け
ば
、
既
に
父
や
祖
父
の
代
か
ら
何
ら
か
の
形
で
石
炭
鉱
業
に

関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

二
は
士
族
で
あ
り
、
こ
れ
も
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
松
本
、
安
川
、
平
岡
の

福
岡
藩
の
下
層
藩
士
出
身
者
と
肥
前
出
身
者
で
あ
る
。
松
本
の
祖
は
早
く
か
ら
藩
の

石
炭
仕
組
制
度
に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
み
な
明
治
に
な

り
、
新
た
な
新
天
地
を
鉱
業

に
求
め
た
人
た
ち
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
を
も
う

一
度
数
量
的
に
整
理
し
て
お
く
と
、
選
定
鉱
区
単
独
権
利
者

一
七

鉱
区
、

一
四
名
の
う
ち
九
鉱
区
七
名
を
占
め
、
共
同
権
利
者

一
七
鉱
区
、
四
六
名
の

う
ち
七
鉱
区
二
〇
名
を
占
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
共
同
権
利
者
四
六
名
に
は
許
斐
、

麻
生
の
単
独
権
利
者
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
共
同
権
利
者
二
〇
名
に
は
平
岡
、
安
川
の

よ
う
に
二
鉱
区
に
関
係
し
て
い
る
も
の
が
い
る
。
全
体
で
み
て
お
く
と
、
三
四
鉱
区

延
べ
六
七
名
、
実
人
員
五
五
名
中
二
〇
名
が
筑
豊
鉱
業
者
出
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
た
に
選
定
鉱
区
の
設
定
と
と
も
に
鉱
区
を
獲
得
し
て
筑
豊
に
進
出
し
た
鉱
区
権

利
者

に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
出
身
地
と
職
業
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
く

今
後

一
層
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
明
ら
か
に
で
き
た
人
物
に
つ
い
て

整
理
し
、
今
後
調
査
に
努
力
し
た
い
。

新
規
の
鉱
区
取
得
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
高
須
鉱
区

遠
武
秀
行

(東
京
、
士
)
元
共
同
運
輸
会
社
副
社
長

東
京
風
帆
船
会
社
社
長
時
代
に
は
唐
津
海
軍
炭
坑
の
石
炭
輸
送
を
行

い
、

一
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需
要
者
で
あ
る
と
同
時
に
商
品
と
し
て
の
石
炭
に
知
見
が
あ

っ
た
。

三
、
頃
末
鉱
区

下
沢
善
四
郎

(福
岡
、
平
)
小
間
物
商

海
軍
炭
田
封
鎖
解
除
の
福
岡
区
委
員
と
し
活
躍
し
た
。

五
、
中
間
第
三
鉱
区

国
井
勝
彦

(鞍
手
郡
吉
川
村
小
伏
)

荒
木

元

(小
倉
町
馬
借
町
、
士
)
小
倉
輸
出
米
会
社
頭
取

豊
永
長
吉

(山
口
県
豊
浦
郡
長
府
村
、
士
)

下
関
米
穀
取
引
所
社
長

目
本
舎
密
会
社
社
長

Lハ
、
山石
瀬
鉱
区

中
尾
卯
兵
衛

(福
岡
、
平
)
呉
服
商

福
岡
商
法
会
議
所
幹
事
と
し
て
工
業
振
興
を
画
す
。

中
尾
卯
作

(福
岡
、
平
)
清
酒
醸
造
業

小
河
久
四
郎

(福
岡
、
士
)
十
七
銀
行
頭
取

福
岡
商
法
会
議
所
幹
事
と
し
て
工
業
振
興
を
画
す
。

ヒ
、
中
間
第
四
鉱
区

三
野
村
利
助

(東
京
)
日
本
銀
行
理
事

目
本
石
炭
会
社

(明
治

一
九
年
創
立
)
株
主
で
、
来
ル
見
炭
坑
権
利
者
と
な
る
。

一
〇
、
楠
橋
第
二
鉱
区

(
10

一

有
村
磯
五
郎

(若
松
)
石
炭
商

一
一
、
楠
橋
第

一
鉱
区

則
松
周
祐

(鞍
手
郡
感
田
村
)

香
月
藤
七
郎

(鞍
手
郡
感
田
村
)
香
月
楽
平
父

一
二
、
金
剛
鉱
区

松
尾
利
貞

(鞍
手
郡
野
面
村
)

〔
12

Ⅱ

加
藤
周
助

後
、
鞍
手
銀
行
監
査
役

一
三
、
木
月
鉱
区

中
野
寿
作

(鞍
手
郡
木
月
村
、
平
)

(
13

}

田
四
四
町
五
反
、
山
林
二
町
、
宅
地
二
町

三
反
八
畝
所
有

一
四
、
中
山
鉱
区

(
14

)

川

村

純

義

(東

京

、
士

)
伯

爵

、
枢

密

顧

問

官

、

元
海

軍

卿

一
五

、

植

木

鉱

区

{
15

)

藤
倉
五
郎
兵
衛

(東
京
深
川
区
大
和
町
)
川
村
伯
代
理
人

青
柳
健
次
郎

(鞍
手
郡
下
新
入
村
)

栗
田
伴
蔵

(鞍
手
郡
中
山
村
)

一
六
、
新
入
鉱
区

二
六
、
新
多
鉱
区

近
藤
廉
平

(東
京
)
日
本
郵
船
会
社
理
事

(
16

)

明
治
三
年
三
川
商
会
入
社
、
後
日
本
郵
船
社
長
。

二
〇
、
金
田
鉱
区

柏
木
勘
八
郎

(仲
津
郡
大
橋
町
)
井
上
馨
甥
を
養
子
と
す
る
。

朝
吹
英
二

(東
京
)
両
潤
社

牟
田
口
元
学
、
前
島
密
ら
と
明
治

一
七
年
両
潤
社
創
立
後
、
三
井
合
名
会
社

参
事

二

一
、
楯
鉱
区

磯
野
小
右
衛
門

(大
阪
)
大
阪
米
穀
取
引
所
理
事
長

(
18

)

大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長

二
二
、
伊
田
鉱
区
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(
19

>

福
島
良
助

元
大
倉
組

二
八
、
鯰
田
鉱
区

岩
崎
弥
之
助

(東
京
)
三
菱
社
社
長

三

一
、
潤
野
鉱
区

広
岡
信
五
郎

(大
阪
)
日
本
石
炭
会
社
取
締
役

三
四
、
山
野
鉱
区

矢
野
喜
平
治

(嘉
麻
郡
大
隈
町
)
清
酒
醸
造
業

(20
)

頭
山
を
後
援
し
て
政
治
資
金
を
援
助

頭
山
満

(福
岡
、
士
)
玄
洋
社

谷
彦

一

(御
笠
郡
二
日
市
村
)
醸
造
業
、
煙
草
商

千
原
藤

一
郎

(大
分
県
日
田
町
)
元
日
田
掛
屋

激
し
い
鉱
区
獲
得
競
争
の
な
か
で
、
選
定
鉱
区
権
者
と
し
て
筑
豊
に
進
出
し
た
上

記
人
物
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
地
元
福
岡
県
在
住
者
と
東
京

・
大
阪
在
住

者
で
あ
る
。
福
岡
県
在
住
者
は
さ
ら
に
頃
末
鉱
区
の
下
沢
や
岩
瀬
鉱
区
の
中
尾
な
ど

の
福
岡
博
多
商
人
と
楠
橋
第

一
鉱
区
の
香
月
、
木
月
鉱
区
の
中
野
寿
作
等
の
筑
豊
有

力
農
民
層
に
分
類
で
き
る
。
楠
橋
第

一
鉱
区

の
則
松
や
金
剛
鉱
区
の
松
尾

・
加
藤
も

同
様
の
有
力
農
民
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
京

・
大
阪
在
住
者
も
さ
ら
に
幾
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
最
も
注
目

す
べ
き
は
鯰
田

鉱
区
の
岩
崎
弥
之
助
を
始
め
と
し
、
新
入
鉱
区

・
新
多
鉱
区
の
近
藤

廉
平
、
中
山
鉱
区
の
川
村
、
さ
ら
に
は
川
村
代
理
の
植
木
鉱
区
の
藤
倉
は
す
べ
て
三

菱
社
で
あ
る
。
鯰
田

鉱
区
は
当
初
麻
生
太
吉

の
名
義
と
な

っ
た
も
の
を
三
菱
が
購
入

〔
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}

し
た
も
の
で
あ
り
、
新
入
鉱
区
の
取
得
で
も
近
藤
は
三
野
村
利
助
か
ら
強
引
に
取
得

〔22

)

し
て
い
る
。
三
菱
の
筑
豊
進
出
の
執
念
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
覧
す
る
と
、
高
須
鉱
区
の
遠
武
や
近
藤
廉
平
の
海
運
業
や
、
中
間
第
三
鉱
区
の

荒
木

・
豊
永
や
糖
鉱
区
の
磯
野
ら
米
穀
取
引
関
係
者
、
広
岡
信
五
郎
や
千
原
藤

一
郎

と
い
う
維
新
以
前
か
ら
の
豪
商
な
ど
多
様
な
顔
触
れ
を
、
極
め
て
表
面
的
で
あ
る
が

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
野
鉱
区
の
頭
山
を
中
心
と
す
る
人
々
は
当
初
か
ら
石

炭
鉱
業
そ
の
も
の
に
は
関
心
が
な
く
、
鉱
区
ブ
ー
ム
の
中
で
鉱
区
権
の
売
買
に
よ
る

政
治
資
金
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
政
治
資
金
の
た
め
に
石
炭
鉱

業
に
進
出
し
た
の
は
牟
田
口
元
学
や
朝
吹
英
二
の
両
潤
社
も
同
じ
で
あ
る
。
貿
易
商

会
の
負
債
償
却
と
大
隈
系
の
政
治
資
金
の
両
方
を
潤
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

(23
}

あ

っ
た

よ

う

で
あ

る

。

行
実

孫
次

郎
は

許
斐
鷹

介

の
実
弟

で
あ

る
。

『国
史

大
辞

典
』

第
十
巻

(吉
川

弘
文
館

、

平
成

元
年
)

「明
治

十
五

年
公

文
原
書

」

十
七

、
防
衛

庁

図
書
館

所
蔵

。
彼

は
海

軍
大

佐

で
あ

る
。

『旧
友

会
』

(大

正
九

年
)
。

『福
岡

日

々
新
聞

』
明

治

二
二
年

七
月

一
一
日
。

井

関
九
郎

『現

代
防

長
人

物
史

』

(
マ
ツ
ノ
書

店

、
昭
和

六

二
年
復

刻
V
。

『博
多

商

工
会
議

所
五

十
年

史
』

(昭

和

一
五
年

V
。

同
上

。

『実

業
家

人
傑
伝

』
第

四
巻

(立

体
社

、
昭

和

四
六
年

復
刻

)

大
植

四
郎

『明

治
過

去
帳

』

(東
京

美
術

、
昭

和

四
六
年

復
刻

)

『筑
豊

石
炭

鉱
業

会
五

十
年

史
』

(筑

豊
石

炭
鉱

業
会

、
昭

和

一
〇
年

)

一
二
五

頁
。

『筑
豊

要
鑑

(前

編
ご

(筑

豊
之

実
業
社

、

大
正

一
二
年

)
。

「日
本

全
国

商

工
人
名

録
」

(『明

治
期

日
本

全
国

資
産
家

地
主

資
料

集
成

』
柏

書
房

、

昭

和
五

九
年

)

「中

野
家
文

書
」
、
松

崎

不

二
子
氏
所

蔵

前

掲

『国
史
大

辞
典

』
第

三
巻

。

『福
岡

日

々
新

聞
』
明

治

二
三
年

一
月

二
三

日
。
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前

掲

『国
史
大

辞
典

』
第

六
巻

。

『朝
吹

英

二
君
伝

』

(昭
和

三
年

)

前
掲

「現
代
防
長
人
物
史
』

日
本
三
府
五
港
豪
商
資
産
家

一
覧
」

(前
掲

『明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
二

「矢

野
家

資
料

」

(矢

野
喜

平
太
氏

所
蔵

)
。

東
定
宣
昌

「筑
豊
石
炭
鉱
業

に
お
け
る
近
代
化
過
程
」

(『荻
野
喜
弘
編
戦
前
期
筑
豊
炭

鉱
業

の
経

営
と

労
働

』
啓

文
社

、

一
九

九

〇
年

)。

「直
方

市
史
ー

石
炭

鉱
業

編
1

』

(昭

和
五

四
年

)

一
一
～

一
二
〇
頁

。

前

掲

『朝
吹
英

二
君

伝
』

一
二
七

～

一
二
八
頁

。

五

お
わ
り
に

五
名
の
不
明
者
を
残
し
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
選
定
鉱
区
の
権
利
取
得
者
を
明
ら
か

に
し
た
。
伊
田
鉱
区
の
よ
う
に
極
め
て
複
雑
な
多
数
の
競
願
者
を
ま
と
め
て

一
人
に
代

表
さ
せ
た
場
合
や
、
勢
田
鉱
区
の
よ
う
に
競
願
者
の
調
整
が
困
難
で
共
同
権
者
に
ま
と

め
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
再
調
整
が
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
す
べ
て
積
極
的
に
石
炭
鉱
業

へ
参
加
し
よ
う
と
し
た
人
々
で
あ
る
。
し
か

し
背
後
に
真
の
経
営
者
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
し
、
と
り
わ
け
共
同
権
者
の
場
合
、

当
時
の
日
本
坑
法
の
下
で
鉱
区
取
得
に
筑
豊

で
は
地
主
承
諾
と
村
民
承
諾
が
必
要
と

さ
れ
た
た
め
に
地
元
の
取
り
ま
と
め
人
が
名
を
連
ね
た
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
し
、
単
に
鉱
区
権
取
得
資
金

の
提
供
者
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て

共
同
権
利
者
の
解
明
が
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
は
、
個
別
の
事
例
の
検
討
が
必

要

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

ら

ざ

る
を

得

な

い
。

最
後
に
参
考
の
た
め
に
選
定
鉱
区
策
定
時
の
明
治
二
二
年
の
筑
豊
有
力
炭
鉱
の
経

営
者
と
炭
鉱
名
を
掲
げ
て
お
く
。

表3明 治22年 中壱千万斤以上出炭人別表

72930900斤

30731640

16413410

24780500

20623790

26966058

遠賀郡

※宮田政市(長 津村大辻坑)

※許斐鷹助 ・古田彦三郎(長 津村第二新手坑)

○許斐鷹助(水 巻村第三本洞坑)

※香月藤七郎 ・則末周祐(香 月村行正坑)

※行実孫次郎 ・柴田多十(水 巻村外筑紫坑)

97413800斤

48031855

40729600

※岩佐正寛 ・下沢善四郎(水 巻村頃末坑 「正善坑」)

鞍手郡

※許斐鷹助(下 境村新手本洞坑)

※貝島太助(宮 田村大ノ浦坑)

※近藤廉平(新 入村外来ル見坑)

4839俵10924981

10197250

16944900

53039278

13023390

27147420

西野伴七(西 川村最上坑)

古野惣五郎(笠 松村京野坑)

飯野双十郎(直 方町側筒谷坑 「山部坑。)

嘉麻郡

※安川敬一郎(頴 田村大城村)

※有松伴六 ・麻生太吉 ・井上市三郎(笠 松村庄内坑)

※岩崎弥之助(笠 松村外鯰田坑)

穂波郡

54172300斤

3731284015511俵

26216755

23254940

16228537

24471950斤

12321551

11239442

※杉山徳三郎(大 谷村目尾村)

※広岡信五郎(鎮 西村外潤野坑 「平原坑、)

※麻生太吉(穂 波村忠隈坑)

※松本潜(二 瀬村外相田坑)

伊藤伝六(二 瀬村外伊岐須坑)

田川郡
1⊃行実孫次郎(弓 削田村起行坑)

和田武生(弓 削田村小松ケ浦坑)

武内丈助(糸 田村飛掛坑)

注)※ は選定鉱区、○は他鉱区での選定鉱 区権者 、俵 はコークスであ る。

出所)『 日本鉱業会誌』第61号 よ り。

 

選
定
鉱
区
炭
鉱
以
外
の
有
力
炭
鉱

(表
中
、
無
印
)
は
少
数
で
あ
り
、
選
定
鉱
区

の
策
定
は
所
期
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
周
知
の

よ
う
に
明
治
二
四
年
、
二
五
年
の
石
炭
大
不
況
と
筑
豊
大
水
害
に
よ

っ
て
、
選
定
鉱

区
は
か
な
り
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
筑
豊
の
明
治

一
〇
年
代
を
リ
ー
ド
し

た
許
斐
鷹
助
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
経
営
者
が
再
起
不
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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